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自動ドキュメンテーション支援システム"ADCAS”

-金融アプリケーションパッケージへの適用例-
AutoDocumentationAid SYStem"ADCAS”

ソフトウェア保守作業の効率向上が,EDP部門での生産性向上の最重要課題とな

っている｡ソフトウェアの保守では信頼性が高く,見やすいドキュメントが要求さ

れるが,従来の手書きドキュメントでは,保守を重ねるたびにドキュメントの信頼

性が低下し,保守コストを増加させる要因となっている｡

この間題を解i央するために,プログラムから保守ドキュメントを自動作成する自

動ドキュメンテーション支援システムADCASを開発した｡ADCASの出力ドキュメ

ントは,H本譜での表記とし,更にPAD図などの構造化プログラミング技法を取り

入れ,プログラムの可視性を大幅に向上することができる｡本論文では,金融アプ

リケーションパッケージへの適用例を中心に,ADCASの適用効果について述べる｡

u 緒 言

ソフトウェアの開発規模が増大するにつれて,EDP

(ElectronicDataProcessing)部門のバックログが急増してい

る｡二の背景として,既存のソフトウェアを保守する作業に

多大な工数を要していることが挙げられる｡この保守効率を

向上させることが,ソフトウェア開発の生産性向上につなが

ると言える｡保守効率を向上させるためには,正確で見やす

いドキュメントが要求されるが,プログラムの保守を重ねる

たびに,保守用ドキュメントとプログラムが一致しなくなる

という問題がある｡この間題を解決するためには,プログラ

ムから保守用ドキュメントを作成するか,

キュメントからプログラムを生成するか,

考えられる｡自動ドキュメンテーシ

"ADCAS''(Auto Documentation Aid

設計(仕様記述)ド

どちらかの方法が

ヨ ン支援システム

System)は,前者の

プログラムから保守用ドキュメントを自動作成するシステム

である｡

日立製作所では,金融機関でのソフトウェア開発の生産性

向上を目的に,金融オンラインアプリケーションパッケージと

して"EXPERT''(ExI光riencedPartnerforEfficientReal-

Time Banking System)及び"ESCORT''(Effective

Software forCustomer-SerVicebased on Online Realtime

BankingSystem)を開発した｡このアプリケーションパッケ

ージの開発に当たり,適用ユーザーでの保守が容易なドキュ

メントの提供を目的としてADCASを採用した｡

ADCASは導入のしやすい日本語変換方式の採周,構造化プ

ログラミング技法に対応したドキュメントの出力が特徴である｡

臣l金融機関におけるソフトウェア開発の動向

金融機関では,先進都市銀行を中心とした第3i欠オンライ

ンシステム開発のインパクトから地方銀行,相互銀行を中心

に,勘定処理システム再構築の気運が高まっている｡

しかし,地方銀行,相互銀行などの地域金融機関では,先

進都市銀行のように勘定処理システムを独自で全面再構築す

ることは,開発要員不足の問題だけでなく,過大な投資によ
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る経営圧迫の要因ともなりかねない｡更に,開発要員が確保

できても短期間に新システムを構築することは困難である｡

日立製作所では,このような状手兄下で,これまでの金融オ

ンラインシステムの経験により蓄積したノウハウを基に,金

融オンラインアプリケーションパッケージ``EXPERT''及び

``ESCORT''を開発した｡EXPERTは地方銀行,相互銀行向

けの大規模パッケージであり,ESCORTは信用金庫,信用組

合向けの中規模パッケージである｡

臣】パッケージ適用上の問題

パッケージの適用は,パッケージの仕様を理解し,ユーザ

ー側で容易に改造できることが前提条件である｡EXPERT,
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ESCORTは,｢少ない要員+,｢短い期間+でのシステム構築が

目標であり,パッケージの仕様理解が容易で,継続して保守

が可能なドキュメントを提供する必要がある｡しかし,現実

には150万ステップにも及ぶ大規模システム(EXPERTの例)

について,プログラムと完全に一致した誤りのないドキュメ

ントを作成するには膨大な工数を要し,適用ユーザーが改造

した場合にも同様の保守作業(ドキュメントの修正)が発生す

ることになる｡

田 自動ドキュメンテーション支援システム"ADCAS”

4･l ADCASにより作成できるドキュメント

ADCASはCOBOL又はPL/Ⅰで記述したソースプログラム

を人力として,PAD図(ProblemAnalysisDiagram:問題分

析図),日本語ソースリストなど8種類の保守ドキュメントを

自動作成できる｡図1にADCASの入出力構成を,図2に出力

ドキュメントの体系を示す｡

(1)プログラム関連図･セクション関連図

プログラムあるいはプログラムを構成するセクションの呼

ぶ･呼ばれる関係を階層構造図の形式で出力する｡プログラ

ム関連図からプログラムの全体構造を把握することが容易と

なる｡

ここでいうプログラムとは,ソースプログラムのコンパイ

ル単位を指し,セクションはCOBOL言語では手続き部の節,

PL/Ⅰ言語では手続きブロックを指す｡プログラム関連図の出
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図3 プログラム関連図の出力形式 プログラムの全体構造が一目で分かる｡
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力例を図3に示す｡

(2)プログラム機能説明図･モジュール仕様書

プログラムの機能概要あるいはセクション単位の処理概要

をデータフロー図(HIPO:Hierarchy plusInput-Process-

Output図)の形式で出力する｡

(3)PAD図･SPチャート

プログラムを構成するセクション単位に処理構造,手順を

PAD囲もしくはSP(StmcturedProgramming)チャートの形

式で出力する｡PAD図の出力例を図4に示す｡

(4) 日本語ソースリスト

ソースプログラムの行単位に,ソースステートメントとこ

れに対応した日本語ステートメントを出力する｡日本語ソー

用語変換名称及びシステム名称

PROCEDURE文

lF文の条件

手続きの日本語名称

PROCEDURE文のPAD記号

スリストの出力例を図5に示す｡

(5)データ定義書

データセグメント単位に,個々のデータの名称,属性,意

味,用途などを一覧表の形式で出力する｡

4.2 ADCAS適用時の規則

ADCASによるドキュメント作成を行なう場合,入力となる

ソースプログラムは,｢日本語変換対象名称のコーディング規

則+及び｢機能コメントのコーディング規則+にのっとって

コーディングする必要がある｡

(1)日本語変換対象名称のコーディング

日本語変換を行なうデータ名称,手続き名称については,

以下に示す規則に従ってコーディングしなければならない｡

プログラムの名称

プログラムのメンバ名
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図4 PAD図の出力形式(PL/Ⅰの例) プログラムの論玉里,処玉里の流れが一目で分かる｡

手続きの処理概要

手続きの処理詳細

自動ドキュメンテーション支塩システムADCAS

/★
′●
/*
/書
/書

PROCこ

/書G-一一-一一-1一一

ーーー【--------* シティ
N = ■FF■BI THEN

/ショり

THEN

SU巳STR(M幹KSSYRCNTSTS.3,り
= l■B.

ELSE

ロ0こ

D‡wKT8ト1HN輯
=

之¢LT】TUT【)N(Z吋し了lTUNXTENT)

申ZTLT8 TLGRP(PぎWKT8NEDT)

RSPREG(TMSしT8PT)
只TNCD(D事W代RTNCOO)

EしSE

SU[iSTR(M‡KSITUERRHYJ
ENDこ

ー一書 テンパ ン シティ
TS = ■00'84):
Z(JしTITUNXTENT

M♯KS=‾UNXTENT

J‡T〕NXTE｢1T)

ll臼:

イガ1

/
/
/
/
■
/

/

/.

/

′
/
/
′
′
/
/

(UO10):NEX

lF
一斉通l書バターンかLT

=

DO.

**て………榊*…書……榊…ホ*書
LTBをサーチする*--一----一一--一一一一---一一一一--一一

ヽ
指定方法をチ
8月 丁トtEN

ーー=-----一一--一--一一--*店番指定時の処理ト【------一
一斉通信NE)(丁エントリZ申LT =【斉通庸NEXTエントリヱ如LT

一斉通信NEXTエントリMまKS =一斉通信NEXTエントリM壬KS
】F

一斉漸舌NEXTエントリZ忙しT>信書エントリ数ZしnLT 7HEN

SU自STR(処理回数ステータスM王KS.3.り ='】■巨こ

DOこ

店着実換D羊WK ニー貫通信店書Zv-LT(一斉通信NEXT
店番宗集D王WK =店番変換D£WK;
中ZTLT8 丁しG斥P〔DIIWKT8NEDT)

RSPREG(TMSしTβPT)
RTNCD(DgWKRTNCOD).

/
/
/
/
/

/

/

/

27

ス

00

0(〉

D(】

00

00

D8

00

00

ショリ 書一-一一一一It---〟-一一一一一*/00
00

00

〔+SE

SUBS7R(一斉漸吾エラー表示M壬KS.Z.】)二

日本語原始プログラム

入力原始プログラムと日本語原始プログラムを分離する印

入力原始プログラム

図5 日本譜ソースリストの出力形式(Pし/Ⅰの例) 入力原始文と日本語表記原始文を対応させて出力する｡



372 日立評論 VOL.68 No.5(1986-5)

(a) 4-3-3の規則

先頭4文字を区分とし,以下3文字を1単語として最大

5単語で日本語変換対象名称を構成する｡先頭4文字はデ

ータ区分,手続き区分として使用する｡

(b)1-3-3の規則

先頭1文字を区分とし,以下3文字を1単語として最大

5単語で日本語変換対象名称を構成する｡

ADCASは導入のしやすさを考慮して,上記(a)もしくは(b)の

どちらかの方式を任意に選択可能であるが,更に,ユーザー

オウンコーディングにより独自の日本語変換を行なうことも

できる｡日本語変換の例を図6に示す｡

(2)機能コメントのコーディング

機能コメントは,プログラムあるいはセクションの機能,

データの意味や使い方などを保守用ドキュメントに表示させ

たい場合に使用する｡機能コメントには,処理の概要を日本

語表記するための処理部コメント,データの意味や偉い方を

日本語表記するためのデータ定義コメントなどがある｡処理

部コメントはデータフロー図出力時に必要である｡

4.3 EXPERT,ESCORTへの適用

ADCASを適用するためにプログラムで使用する用語を用語

辞書に登頗する作業と,登録済みの用語をソースプログラム

に反映させる作業が必要である｡

(1)用語辞書の作成

用語辞書のプロトタイプを作成し,登録用語の使用頻度,

シンボル組合せ時のけた数などを考慮して標準用語辞書を作

成した｡登録用語は金屑虫機関向けの標準テーブルウエアとす

るために汎用性,拡張性を考慮し,熟語より単語を優先して

約3,500用語を選択した｡

(2)ソースプログラムへの反映

登録済みの用語をソースプログラムに反映させる作業の方

法として,最初から用語辞書に登録されたシンボルを使用し

てコーディングする方法と,用語辞書のシンボルを意識せず

にコーディングし,最後に一括してソースに反映する方法が

ある｡EXPERTは前者の方式を,ESCORTは後者の方式を採

用した｡ESCORTの場合は,新旧名称変換ツールを開発して

ソース変換を行なった｡

白 ADCASの適用効果

5.1 ドキュメントの正確性

ソースプログラムから日本語の保守ドキュメントを自動作

①MMOAE[』旦弘

l
日本語変換

シンボル 日本語

FTU

普通預金
フツウヨキン

RSK

利 息
リソク

●

用語辞書

①‥･｢4-3-3+規則の例

(先頭の区分MMOAは日本語の後ろに付加)
②…｢ト3-3+規則の例

(先頭の区分¥はカット)

③･･･仮名コメントの日本語変換の例

I
普通預金利息MMOA

②¥Eエリ邑≡進

l
日本語変換

l
普通預金利息

③三三ユ旦王∠∠､､･⊥ユ之

日 本語変換

l
普通預金利息

図6 日本語変換の例 ソースプログラムのシンボル及び仮名コメント

を,用語辞書を使用Lて日本語に変換する｡
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成できるため,ソースプログラムと保守ドキュメントは常に

一致している｡ただし,EXPERT,ESCORTではデータフロ

ー図を使用していない｡これはデータフロー図に表記される

機能概要,処理概要のコーディングが属人的になり,結果と

して信頼性が低くなると判断したためである｡しかし,手書

きドキュメントを削減し,正確なドキュメントを作成するた

めに,データフロー図についても適用を検討中である｡

5.2 ドキュメントの見やすさ

構造化プログラミング技法に対応した各種ドキュメントが

日本語で出力されることにより,プログラムの可視性が大幅

に向上する｡EXPERT,ESCORTでは,主としてプログラム

関連図,PAD図,日本語ソースリスト,データ定義書の使用

を前提とした適用手順の標準化を行なっており,以下に述べ

る効果がある｡

(1)プログラムの論理把握が容易である｡

(2)修正箇所の把握が容易である｡

(3)テスト範囲が特定可能である｡

(4)机上デバッグでの不良摘出が容易である｡

5.3 保守における生産性向上効果

EXPERT適用ユーザーでのADCAS適用効果を以下に述べ

る｡

(1)ドキュメントの見やすさによる効果

改造仕様の検討からテスト完了までの全体工数では,20～

30%の工数削減となり,生産性は25～45%向上する(新規開発

プログラムは除く)｡

(2)手書きドキュメント削減による効果

保守ドキュメント作成工数に限定した場合,60-70%の工

数削減となる(対象ドキュメントはPAD図及びデータ定義書)｡

5.4 標準化の徹底による効果

ADCASの導入により,プログラミングの標準化が徹底され,

第三者でも容易に理解できるプログラムが作成できる｡

標準化の徹底による効果として,プログラミング段階での

属人的要因の排除以外に,自動化作業範囲の拡大がある｡人

手による作業を自動化するには標準化の徹底が必要であり,

自動化の具体例として,ソースプログラムから運用マニュア

ルを作成するツールなどを開発している｡

田 結 言

ADCASは構造化フ○ログラミング技法に対応したPAD図な

どのドキュメントをソース70ログラムから自動的に作成する

ことにより,プログラムの可視性を向上させ,更に,保守ド

キュメントの作成工数を大幅に削i成することができる｡

プログラム保守の効率を更に向上させるために,システム

開発技援ソフトウェア``EAGLE”とのより緊密なタイアップ,

機能表記方法の改善について今後検討していく考えである｡

参考文献

1) 重松,外:金融オンラインアプリケーションシステム

"EXPERT''の開発,日立評論,65,4,301-306(昭58-4)

2) 岩瀬,外:地域金融機関向けオンライ ンパッケージ

"ESCORT'',日立評論,66,12,865-870(昭59-12)

3)前沢,外:70ログラム自動生成システム``sDL/PAD”,日立

評論,66,6,463～468(昭59-6)

4)葉木,外:システム開発支援ソフトウェア"EAGLE'',日立評

論,66,3,189～194(昭59-3)




